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今後の方向性
引き続き、信州ベンチャーコンテストへの出場を目指す長野地域の学生を対象に、地域課題を解決するビ
ジネスプランの作成やブラッシュアップを支援する。
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【第1回（2月16日）】
≪内　容≫ビジネスアイデアの発見方法を学ぶセミナー
≪講　師≫長野県立大学CSI ﾁｰﾌ・ｷｭﾚｰﾀｰ 秋葉 芳江 氏
≪参加者≫学生 7名

【第2回（2月23日）】
≪内　容≫千曲市稲荷山でのワークショップ
≪講　師≫（有）ﾘﾝｸ・ｺﾐｭﾆﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝ研究所 代表 由井 真波 氏
≪参加者≫学生 7名

・長野地域の高校生と大学生が協働することで、
相互に新たな発見やアイデアが生まれる機会と
なるとともに、起業への意識付けが図られた。
【アンケート結果抜粋】
Q.受講後、進路や将来の姿を考えたとき「起業」
という道も考えようと思ったか？
「考えようと思う」9.1%、「少し考えようと思う」
63.6%
Q.今後、信州VC等のビジネスプランコンテストに
参加したいと思うか？
「参加したいと思う」9.1%、「少し参加したいと思
う」45.5%

合　　　　　　計 390,317

需用費 消耗品購入費 20,173

使用料 ストーブ等レンタル料 19,872

報償費 アドバイザー謝金 236,800

 旅費（内部事務） アドバイザー旅費 113,472

成果目標
（成果指標）

・参加学生の信州ベンチャーコンテストへの出場
・創業機運の醸成
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事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額
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（目指す姿）

　長野地域の高校生・大学生を対象に、地域の課題をビジネスの手法で解決することを学ぶセミナー及び
フィールドワークを実施し、信州ベンチャーコンテストへの出場を支援する。これにより、学生の創業への
関心を高め、将来のキャリア選択の幅を広めるとともに、若者と連携した地域づくりを進めるきっかけとす
る。

現 状 と
課 題

　平成28年度における長野県内の開業率は3.61％、全国順位は39位と低い。県は「日本一創業しやすい
県づくり」を目標に掲げ、県内の創業を活性化させるための環境を整備しているが、飲食業や理・美容業で
の創業が多く、次世代産業の創出につながる業種（今後飛躍的な伸長が期待できるIT分野等）や地域課
題をビジネスの視点で解決するソーシャルビジネス分野での創業増加には至っていない。
　また、学生は専門家からの助言を受ける機会が少なく、思いつき・アイデア段階で終わり、ビジネスモデ
ルとしての観点が弱い事例が多い。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　地域の学生が、平成31年度の信州ベンチャーコンテストに出場することを目標とし、長野県立大学ソー
シャル・イノベーション創出センターの協力のもと、地域課題を発見するアプローチの方法について学ぶセ
ミナーと、フィールドワークを行う。
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